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このページについてのお問合せは、富士河口湖町教育委員会 文化振興局（ステラシアター内）℡７２－５５７７までどうぞ

河口湖円形ホール&

♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

ナチュラルな歌声、リズミカルなギター、チャーミングな笑顔で瞬く間に

ボサノヴァを日本中に広めた小野リサ。意外なことに彼女の単独野外ライ

ブは今回が初めて。その初めての単独野外ライブの会場として我が町の野

外音楽堂に白羽の矢が！シンガー「大貫妙子」、ブラジリアンミュージック

の大御所「ドリ・カイミ」ら豪華ゲストにも目が離せない。

大貫妙子、ドリ・カイミをゲストに初の単独野外ライブ

まっさんが富士北麓の自然の中で

公式ホームページ・リニューアル

８月２７日（日）１７：００　河口湖ステラシアター

チケット指定６０００円・自由４５００円【５月２８日（日）全国一斉発売】

主催　河口湖ステラシアター・テレビ山梨・ＦＭ ＦＵＪＩ・Ｊ－ＷAVE

お問合せ　河口湖ステラシアター ℡72-5588

８月２６日（土）１７：００　河口湖ステラシアター

全席指定６６００円【チケット７月１日（土）全国一斉発売】

河口湖ステラシアター℡72-5588

小 野 リ サ小 野 リ サ

さ だ ま さ しさ だ ま さ し

http://www.stellartheater.jphttp://www.stellartheater.jp

「まっさん」が９年ぶりに河口

湖ステラシアターに帰ってく

る。富士山と富士北麓の自然

に囲まれた河口湖の野外音楽

堂は、詞に深いメッセージを

こめる彼の曲の表現の場とし

て、最高のステージである。楽

しいトークでも定評のあるさ

だまさしが、ステラシアター

のステージで何を表現しよう

とするのか、ファンでなくとも気になってしまう。

特別な想いはファンもメンバーも同じ

９月２日（土）１７：００　河口湖ステラシアター

全席指定６５００円【チケット６月３日（土）全国一斉発売】

河口湖ステラシアター℡72-5588

スターダスト・レビュースターダスト・レビュー

結成２５周年を迎えたスタレビの夏は「東のステ

ラ」を抜きにしては語れない。ファンの間で伝説の

ステージとなっている夏の

ステラシアターで野外コン

サート「Mt.FUJI楽園音楽祭

」。もちろんファンだけでな

く、その特別な想いはスタ

レビのメンバーにとっても

同じこと。さあ今年の夏も

最高の音楽とパフォーマン

スを楽しんでほしい。

毎週１回メルマガ好評配信中

富士河口湖町役場ＨＰ内のメールマガジンで、ステラ

シアターメールがスタート。最新情報やステラ話(?)を

随時配信。ぜひ町役場ＨＰよりご登録ください。

「河口湖ステラシアター」と「河口湖円形ホール」のホ

ームページが新しくなりました。これからも皆さまに使

いやすい素敵なＨＰを目指していきます。お楽しみに。

ステラシアターメールステラシアターメール

In June, 2006, a season of music comes over soon in this town.In June, 2006, a season of music comes over soon in this town.In June, 2006, a season of music comes over soon in this town.

もうすぐこの街に、音楽の季節がやってくる。河口湖ステラシアター通信6月号
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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

ゲンジボタル幼虫飼育結果　終令幼虫が多くなりました

アースウォッチ国内プロジェクト　第２回が開催されました

　昨年の７～８月のふ化時には約２mmで、カワニナのフンと同じ位の大きさ

だった約５５００頭の１令幼虫が、約９ヶ月たった今年の４月には１３７４頭になり

ました。約２５％が生き残ったことになります。全体数は昨年より少なかった

ものの、さなぎになる直前の終令幼虫が多く助かりました。故山下高徳先生

から引き継いで5年目になりますが、ようやく安定して飼育するコツのような

ものがつかめた気がします。

　表の通り1列３個で、４列計１２個のブロックに分かれた飼育槽に階段状に水

が循環しています。そこに餌となるカワニナを、フィールドセンターの職員

に手伝ってもらって定期的に採集してきたものを放して飼育してきました。今年

度は、雪が早く降った割に積雪が少なく、屋外に設置してあるエアコンの室

外機が氷結して動かなくなり故障、８年目にして買い換えざるを得ませんで

した。

　５月号でお知らせした通り、約半数は４月２２日に放流しましたが、残りの

５００頭は飼育室の上陸槽に移して飼育中です。最後に水揚げした１１８頭の幼虫

は、河口湖産カワニナとともに大石公園に追加放流しました。大池ビオトー

プと寺川に放流した幼虫とともに、どれだけ成虫になって羽化するか、自然発生が期待される河口湖美術館ビオトープ

で成虫の羽化が再度見られるか楽しみです。今年は気候の進みがゆっくりなので６月の中旬が発生のピークになり、ホ

タルの夕べが開かれる２４日頃がちょうど良いのではと期待しています。

　今年４年目となるアースウォッチ・プロジェクト「富士山の絶滅危惧チョウ類」の１回目（３月）は、年度末という

こともありボランティアが集まらず中止され、東京農工大学大学院生３名に手伝っ

てもらって調査を行いましたが、2回目が５月２０・２１日に６名のボランティアが参

加して下さり実施されました。遠くは愛知県犬山市から、その他は川崎・東京・埼

玉から、小学校６年生から６１才までの方々が集まって下さり（４・３回目参加の二

人もいました）、東京農工大学大学院生２名にも手伝ってもらい実施することが出

来ました。

　２０日は朝まで強い雨が降っていたのですが、ボランティアの方々が集合された頃

にはすっかり快晴になり、富士川沿いの調査地

では午前中に気温が２８℃まで上がり暑いくらいでした。この日は、幼虫が８頭、成虫オ

ス３頭が発見され、１化目の調査としては大きな成果でした（昨年は幼虫１頭と成

虫６頭）が、サナギが初めて３頭も見つかったことはこれまでにない大きな成果で

した。２１日は、梨ヶ原で調査を行いましたが、朝から良い天気に恵まれ、昨年は苦

労して２頭しかみつからなかった幼虫が２３頭も見つかりました。1週間ずらしたこ

とと、参加人数が多かったことが大きな成果を生んだのだと思います。NHK甲府の

カメラマンにもきれいな映像を撮っていただけました。２日間精力的に調査に

ご協力いただきました皆さんに感謝申し上げます。

・６月１３日から１８日にアメリカのフロリダ大学で開催される鱗翅学会（The Lepidopterists' Society）に参加させ

て頂けることになり、ミヤマシジミのメタ個体群についてポスター発表すると同時に、フロリダで絶滅危惧のマイア　 

ミ・ブルーというチョウの生態についても教えて頂けることになりました。

・昨年から今年５月２１日まで取材をしていただいたミヤマシジミが主人公のNHKの番組「さわやか自然百景」が、

６月上旬には編集が完了し、７月２３日（日）朝7時４５分からの１５分番組で放映される予定です。

ショート・ニュース

２００６年度ゲンジボタル飼育結果
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
の

　
　
　
ー
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
ー
�

女性には向かない
肉体的重労働だから

会社または経営者の
方針だから

女性には足りない専門知識
や技術が必要だから

雇用したくても、女性が
応募してこないから

残業や出張が多いから

何となく

女性はすぐ辞めるから

交代制勤務があるから

その他
(全体=92、女性=30、男性=62)(全体=92、女性=30、男性=62)

　
職
場
内
の
男
女
比
率
の
結
果

と
し
て
は
、
全
体
を
割
合
の
高
い

順
に
み
る
と
、「
約
半
数
が
女
性
」

「
約
四
分
の
三
が
女
性
」
。

　
そ
の
中
で
、
女
性
が
半
数
未
満

の
職
場
で
女
性
が
少
な
い
理
由

を
み
る
と
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
推
進
す
る
上
で
、「
雇
用
は
す

べ
て
男
女
平
等
」
と
い
っ
て
も
、

性
的
特
徴
差
や
統
計
的
特
徴
差

に
よ
り
、「
職
種
に
よ
っ
て
は
、
女

性
に
無
理
な
仕
事
も
あ
る
」
と
い

う
一
部
の
仕
事
で
雇
用
に
偏
り

が
あ
る
こ
と
は
拒
め
な
い
。

　
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
に
困
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、「
学
校

行
事
や
病
気
」「
自
由

な
時
間
が
な
い
」「
子

供
と
ふ
れ
あ
う
時
間

が
無
い
」「
精
神
的
に

つ
ら
い
」「
肉
体
的
に

つ
ら
い
」
な
ど
と
な

っ
て
い
て
、
こ
れ
ら

の
阻
害
要
因
に
対
し

て
、
富
士
河
口
湖
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

の
か
が
検
討
課
題
。

　　
「
女
性
の
能
力
や

実
績
を
正
当
に
評
価

す
る
」「
育
児
休
業
や

介
護
休
業
を
取
得
す

る
人
に
不
利
な
査
定

を
し
な
い
」
の
順
と

な
り
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
体

制
を
ど
の
よ
う
に
作

り
上
げ
る
の
か
。
又
、

企
業
や
雇
用
主
の
ど

う
働
き
か
け
る
の
か

が
今
後
の
課
題
と
い

え
る
。

＝
職
場
に
関
す
る
質
問
＝

＝
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
＝

＝
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
労
働
環
境
の
整
備
＝

約半数が女性である 21.4

28.2

14.5

24.8

10.3

0.9

25.2

16.2

21.6

2.7

18.0

16.2

－3.9

12.0

－7.1

22.1

－7.8

－15.4

約四分の三が女性である

約四分の一が女性である

約九割以上は女性である

女性は一割未満である

女性はまったくいない

女性 男性 男女差 傾斜

女性

女性

男性

【職場の男女比率】 (男女別)

職場内に女性が少ない理由 (N=92)
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%

43.3

45.2

43.3

38.7
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14.5

6.7

3.3

9.7

10.0

9.7

8.1

8.1

43.3

45.2

43.3

38.7
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14.5
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3.3

9.7

3.3

3.3

6.5

0.0

10.0

4.8

9.7

8.1

8.1

■女 性
□男 性

学校行事や子どもが病気に
なったときでも、休暇がとりにくい

勤労時間に合った保育所などの
子育て支援施設がない

家事・育児・仕事のすべてが
中途半端になる

子どもとふれあう機会や
時間が少ない

自分の自由な時間がない

女性の能力や実績を正当に
評価する

その他

無回答

パートと正社員に
待遇差をなくす

育児休業や介護休業を取得する
人に不利な査定をしない

管理職への登用や昇進・
昇格などで男女差をなくす

自営業など、家業に従事する女性に
決まった給与や休暇を与える

女性を雑用に使うことや、
中高年女性に退職を促す圧力をなくす

あらゆる機会で男女が均等に
選択できるようにする

精神的につらい

その他

肉体的につらい

育児休暇がとりにくい
(とれない)

支出が多く、働く意味が
わからない

家族からの理解と協力が
得られない

子育てと仕事の両立で困ったこと (N=149)
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■女 性
□男 性

女性が働き続けるために必要な労働環境の整備 (N=390)

0 20 40 60 80 100
%

■女 性
□男 性 15.9

(全体=149、女性=105、男性=44)(全体=149、女性=105、男性=44)(全体=390、女性=229、男性=161)(全体=390、女性=229、男性=161)
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2006
河口湖ハーブフェスティバル

●主な内容（町民の皆様に特におすすめ！）●

　今年も河口湖ハーブフェスティバルの時期が近づいてまいりました。いまや富士河口湖町の初

夏の風物としてすっかりおなじみになったこの大イベント、住民の皆様に支えられ今年で１５回

目を向かえることができました。これを記念しまして今回は会期をのばし6月16日から7月13日までの28日間とし、内容も一

新、より一層魅力的なのイベントになり開催されます。

　八木崎会場では、河口湖猿まわし劇場さん提供による猿まわし披露も実施

　15周年を記念して全国より集まった文字通りの「大作」ハーブリース21点がメインテント内を華やかに演出。

　あのフィットリゾートホテル提供によるパーラー。ハーブたっぷり、こだわりのイタリアンとアジアンで休日のランチな

  どいかがでしょう？

　この春、船津地区に工場を開設した松山油脂株式会社の体に優しく環境にも安心な油脂製品販売やお子様にも楽しんで頂

　きながらＰＲするコーナー。

　山開き及びハーブフェスティバルを記念した光と音の共演。

　八木崎メイン会場ハーブガーデン内において、噴水花火と小型打ち上げ花火がハーブガーデンライトアップとイルミネー

　ションと共演。

　特設ステージにハローキティが登場し、楽しいクイズとビンゴで景品がもらえる、お子様におすすめのアトラクション。

　恒例のドラゴン（龍）を形どった１０人制のユニークな手漕ぎボートレース

ここに掲載されたイベント内容以外にも、楽しいアトラクション・各種ショップなどが町民の皆様のお越しを心よりお待ちしています。

富士河口湖観光写真コンテストなど小さいながら数々の新しい試みを取り入れてお待ちしています。町民の皆様にもゆったりとくつ

ろぎ、お楽しみいただけます。　ぜひご来場ください。

今年で１５周年…

オープニングセレモニー（6月16日；大石会場午前10時30分～、八木崎会場午後1時～

ハーブリースグランプリ展（期間中・八木崎会場）

フレグランスパーラー（期間中・八木崎会場）

松山油脂ＰＲコーナー（期間中・八木崎会場）

第２４回　富士山・河口湖山開きまつり花火大会（７月１日；午後8時～、船津浜）

ラベンダー演出花火（６月16日と期間中毎土日※７月１日を除く、午後8時30分～数分間）

ハローキティクイズ＆ビンゴ大会（７月２日；ビンゴ12時30分、クイズ午後3時、8時）

２００６ラベンダーカップ・ドラゴンボートレース（7月9日に実施、河口湖北岸漕艇場）

八木崎会場メインテント、ステージスケジュール

土屋朱帆・童謡コンサート
第19回全国童謡歌唱コンクール金賞受賞を始め数々の賞に輝く土屋朱帆（富士吉田市出

身）さんの「童謡の原点のような歌唱」を、リラックスして堪能できる夜のひととき。

期間中、毎月～金曜日

午後８時３０分～

※最終日を除く

華ゆう子・中村半次郎コンサート
　県内出身の華ゆう子さんとテレビでもお馴染み中村半次郎さんの演歌ステージ、中高

年の皆さんにおすすめ。

７月８日

午前１０時、午後４時～

マジック＆ジャグリングショー
会場内特設ステージで世界のマジック＆ジャグリングショーを行い、大人から子供まで楽

しめます。

６/１７;午後1時･３時･７時

６/１８;午前11時、午後２時、３時３０

６/２４;午後1時･３時･７時

７/  １;午後1時･３時･６時

※１８日のみ船津浜会場

斎田京伽（さいたきょうか）フラワーステージ
　(社)日本フラワーデザイナー協会本部講師の斎田先生による「見せる」フラワーパフォ

ーマンスとプリザードフラワーアレンジメント教室

フラワーパフォーマンス

６月２４日;１２時～

アレンジメント教室（有料）

ａｓ（アズ）コンサート
　人気上昇中の女性２人組ユニットによるステージ、中高生におすすめ。

７月１・２日

午前１１時～

プラハ弦楽四重奏
　UKAI河口湖オルゴールの森提供による弦楽四重奏の生演奏。

６/１７･１８･２４･２５、７/1･２･８･９

午後８時※７月１・２日のみ午後６時

内　　　容 日　　　時

●問い合わせ先／町役場観光課　�72-3168



広
報
富
士
河
口
湖

　
１８

ボランティア募集

利用について

7月のカレンダー

レッツ!クライミング ふれあい教室

つどいの広場

つどいの広場

ワイワイ教室

つどいの広場

ワイワイ教室

つどいの広場

〈未就園児対象〉
つどいの広場・ひよこ教室・カンガルー教室・ワイワイ教室・ふれあい教室

リトミック教室・ブラウンベアー(火曜日)・うらら

〈小学生以上対象〉
レッツ!クライミング・トイタイム・森の映画館・遊びの実践講習会・ブラウンベアー(土曜日)

ふれあい教室

つどいの広場

つどいの広場カンガルー教室

リトミック教室

ブラウンベアー

(英語読み聞かせ)

うらら
(日本語読み聞かせ)

トイタイム
(工作教室)

ブラウンベアー

(遊びの実践講習会)

森の映画館

ネイチャーゲーム

　　　　　　教室

カンガルー教室ひよこ教室

つどいの広場

ひよこ教室

つどいの広場

つどいの広場

カンガルー教室 つどいの広場

ふれあい教室

つどいの広場

カンガルー教室 つどいの広場

休館日

オープニング
イベント

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24

30 31

25 26 27 28 29

問い合わせ先

教育委員会 生涯学習課

�72-6053
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

7月1日（土）午前10時　新図書館がOPENします7月1日（土）午前10時　新図書館がOPENします

図書館利用カードが変わります。（本館・分館共通カードです。）図書館利用カードが変わります。（本館・分館共通カードです。）

読み聞かせ会のお知らせ読み聞かせ会のお知らせ

おまたせしました！

＊当日は、子ども未来創造館と共にたくさんの催し物がありますので、是非おでかけください。

＊OPENの前に利用カードの発行を下記の期間行います。

★ブラウンベア・英語の読み聞かせ会

★河口図書館読み聞かせ会

（時間が延長されます。）　　

＊火～金曜日　　午前１０時～午後７時

＊土・ 日曜日　　午前９時３０分～午後５時

毎週月曜日・祝日・平日の月末日・年末年始・特別整理期間

６月２５日（日）～６月２９日（木）　　午前９時～午後５時

生涯学習館（新図書館）ロビー　（町役場西隣りです）

・旧図書館利用カード（無い方は結構です）／・身分の証明できるもの

0～３歳向け ・・・６月１３日（火）10：30～  勝山ふれあいセンター

小学生向け・・・６月１７日（土）13：30～  勝山ふれあいセンター

６月２０日（火）16：30～　河口住民センター2Ｆ

７月１日以降ももちろん発行できますが、初日は混雑が予想されますので前もって作られると便利です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問い合わせ　　℡73-1212 町立図書館）

★河口・大石分館（各住民センター２階）　　　 火・木曜日　 午後３時～６時

★上九一色分館（コミュニティーセンター内）　月～金曜日　午後１時～５時

開館時間

日　時

場　所

持ち物

休館日

＊3つの分館も7月から開館します。(7月4日から開館します。)

＊予約等の連絡をメールで受け取りたい方は、メールアドレスも登録させていただきます。

NEW! NEW! NEW! 
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ー
か
け
な
い 

 

す
わ
な
い 

 

の
ま
な
い
ー 

 
マ
ー
ジ
ャ
ン
　

 
 

雀
健
倶
楽
部
主
催 

第
４
回
健
康
麻
雀
大
会

「
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
」

＝
真
夏
の
休
日
に
、親
子
で
バ
ス
ツ
ア
ー
に
出
か
け
よ
う
！
＝

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

　
　
夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

子
育
て
支
援
講
習
会

　
「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
応
急
救
護
手
当
」

町
剣
道
連
盟
船
津
道
場
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

第
27
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

ち
び
っ
子
体
験
学
習
in
奄
美
大
島

第
９
回
障
害
者
文
化
展
作
品
募
集

■
対
　
象
　
船
津
・
小
立
・
勝
山
地
区
の
園
児
か
ら
小
学

　
　
　
　
　
３
年
生
以
下
を
募
集
し
ま
す
。

■
練
　
習
　
毎
週
２
回
（
火
・
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
か
ら
８
時
ま
で

　
※
そ
の
他
、
年
数
回
対
外
試
合
や
検
定
が
あ
り
ま
す
。

■
場
　
所
　
船
津
地
区
公
民
館
（
船
津
小
学
校
西
側
）

■
連
絡
先
　
指
導
者
　
　
渡
辺
　
博
　
�
83
‐
2
5
9
3

　
　
　
　
保
護
者
会
長
　
堀
内
朝
典
℡
�
73-

3
7
1
3

　
☆
河
口
湖
の
北
側
は
河
口
道
場
が
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
地
下
和
室

■
参
加
資
格
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
で
き
る
方（
小
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

■
競
技
規
定
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
勝
抜
き
・
得
点
順
位
）

■
参
加
費
　
　
５
０
０
円
（
小
中
学
生
無
料
）

■
賞
　
品
　
　
優
勝
他
参
加
賞
等

■
締
切
り
　
　
６
月
19
日
（
月
）
午
後
５
時

■
定
　
員
　
　
24
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

■
申
込
先
　
℡
72
‐
3
0
7
5
（
渡
辺
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
下
さ
い

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
毎
週
火
曜
日
中
央
公
民
館
で
開

　
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
15
日
（
土
）
　
＊
雨
天
決
行

■
場
　
所
　
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
、
県
立
科
学
館
、
昇
仙

　
　
　
　
　
峡
影
絵
美
術
館
、
お
菓
子
の
美
術
館

■
参
加
費
　
　
無
料
（
昼
食
も
組
合
で
用
意
し
ま
す
）

■
参
加
対
象
　
富
士
五
湖
圏
域
に
住
む
小
学
生
と
保
護
者

■
募
集
数
　
　
60
組
（
1
2
0
名
を
予
定
）
　
　
　
　
　

■
申
込
期
限
　
６
月
12
日
～
６
月
30
日

●
申
込
方
法
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
直
接

　
　
　
　
　
　
電
話
し
て
下
さ
い
。（
�
23
‐
５
２
７
０
）

　
日
本
人
と
在
日
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
が
富
士
山
の

ふ
も
と
に
集
合
！
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
、
富

士
登
山
な
ど
新
し
い
仲
間
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

■
期
　
間
　
８
月
２
日
～
６
日
（
４
泊
５
日
）

■
場
　
所
　
山
中
湖
村
営
山
中
キ
ャ
ン
プ
場

■
定
　
員
　
日
本
人
1
4
0
名
、
外
国
人
40
名

　
　
　
　
　
　
小
学
４
年
生
～
中
学
3
年
生

■
費
　
用
　
4
6
0
0
0
円
～

■
締
切
り
　
７
月
７
日
（
金
）
先
着
順
受
付

●
問
合
先
　
文
部
科
学
省
所
管

　
　
　
　
　
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
�
03
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

　■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交

　
　
　
　
　
流
・
学
校
体
験
・
地
域
見
学
・
英
語
研
修
等

■
派
遣
先
　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

　
　
　
　
　
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン

　
　
　
　
　
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

■
対
　
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

■
参
加
費
　
14
万
５
千
円
～
49
万
８
千
円

■
締
切
り
　
６
月
９
日
と
６
月
20
日

●
問
合
先
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
�
03
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

　
　
　
　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

■
日
　
時
　
　
８
月
19
日
～
24
日
（
５
泊
６
日
）

■
参
加
条
件
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

■
定
　
員
　
　
50
名
（
先
着
順
受
付
）

■
体
験
場
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検
村
内

■
参
加
費
　
　
９
５
０
０
０
円

■
締
切
り
　
　
７
月
28
日

●
問
合
せ
先
　
宇
検
村
シ
マ
時
間
体
験
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
�
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
９
０
９

　
　
　
　
　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
k
e
n
.
n
e
t
/

　
絵
画
・
書
道
・
工
芸
・
壁
掛
け
・
机
上
飾
り
（
置
物
）

な
ど
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
作
品
展
示
日
程
　
８
月
31
日
～
９
月
５
日

■
場
　
所
　
岡
島
百
貨
店
７
階
催
し
物
会
場

■
募
集
締
切
り
　
８
月
２
日
（
水
）

●
問
合
先
　
社
会
福
祉
法
人
・
山
梨
県
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
�
０
５
５
‐
２
５
２
‐
０
１
０
０

　
　
　
　
　
　
�
０
５
５
‐
２
５
１
‐
３
３
４
４

■
日
　
時
　
６
月
17
日
（
土
）
　
午
前
10
時
～
正
午

■
場
　
所
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
ホ
ー
ル

■
講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
安
全
教
育
普
及
員

■
対
　
象
　
１
～
６
歳
児
の
保
護
者

■
主
　
催
　
学
校
法
人
国
際
文
化
学
園

●
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
（
72
‐
5
5
2
2
）

参
加
者
募
集

講
座
・
講
習
会
情
報
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松
と
庭
木
の
手
入
れ
教
室

河
高
吹
奏
楽
部
・
第
11
回
定
期
演
奏
会

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
（
エ
イ
ズ
）
即
日
検
査

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

夏
の
愛
ひ
と
み
相
談
会

６
月
は
「
食
育
月
間
」

※
当
日
、
保
育
士
が
絵
本
や
遊
び
、
簡
単
な
お
や
つ
で
お

　
子
様
の
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。
講
演
後
、
子
育
て
相

　
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
17
・
18
日

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
校

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
手
バ
サ
ミ
・
刈
り
込
み
バ
サ
ミ
・
お
弁
当

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
�
22
‐
5
2
1
4

 
 ■

日
　
時
　
６
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
開
場
　
13
時
、
　
開
演
　
13
時
30
分 
 

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル 

 

■
入
場
料
　
無
料 

 

■
曲
　
目
　
ミ
ス
サ
イ
ゴ
ン
、
涙
そ
う
そ
う
　
ほ
か 

 

●
問
合
先
　
富
士
河
口
湖
高
校
吹
奏
楽
部
顧
問

　
　
　
　
　
堀
内(

�
73
‐
２
５
１
１)

ま
で

　　
食
育
基
本
法
が
昨
年
６
月
に
成
立
し
、
今
年
か
ら
６
月

を
「
食
育
月
間
」
と
定
め
、
ま
た
、
毎
月
十
九
日
は
「
食
育
の

日
」
と
し
ま
し
た
。
　
な
ぜ
法
律
が
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
私
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
「
食
」
を
め
ぐ
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
偏
っ
た
食
事
や
不
規
則
な
食
事
に
よ
り
、
肥
満
や
生
活

習
慣
病
（
が
ん
、
糖
尿
病
）
等
が
増
加
し
、
も
は
や
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
対
策
の
た
め
国
民
運
動
と
し
て
食

育
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の

法
律
が
で
き
ま
し
た

　
そ
し
て
、「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
良
い
か
、
お

お
よ
そ
の
量
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
「
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
」
が
策
定
さ
れ
、
保
健
所
で
は
、
外
食
産
業
や
小
売

業
等
と
連
携
し
、
食
育
と
こ
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の

普
及
に
努
め
、
心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
食
生
活
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
は
結
果
が
出
る
ま
で
に

一
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
採

血
後
一
時
間
以
内
で
結
果
を
お
渡
し
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
希
望
の
あ
る
方
に
は
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
、
梅
毒

検
査
と
い
っ
た
性
感
染
症
検
査
も
同
時
に
で
き
ま
す
。

相
談
検
査
に
つ
い
て
は
匿
名
・
無
料
で
実
施
し
ま
す
が
、

事
前
に
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
　
　

　
○
検
査
予
約
受
付
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
は
感
染
の
心
配
や
不
安
の
あ
っ

　
　
た
時
か
ら
３
ヶ
月
経
過
し
て
い
な
い
と
確
実
な
結

　
　
果
が
出
ま
せ
ん
。

　
○
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
、
梅
毒
検
査
結
果
は
後
日
（
約
一

　
　
週
間
後
）
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

　
　
地
域
保
健
課
　
（
24
）
９
０
３
５

　
法
務
局
で
は
登
記
・
戸
籍
・
供
託
・
訴
務
・
人
権
擁

護
及
び
成
人
後
見
登
記
事
務
や
生
活
に
深
く
関
係
す
る

事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と

で
疑
問
や
不
明
な
点
な
ど
、
お
知
り
に
な
い
た
い
こ
と

に
つ
い
て
、
法
務
局
の
職
員
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
事
前
の
予
約
等

特
別
な
手
続
き
も
不
要
で
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
６
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
務
局
（
甲
府
市
北
口
）

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
（
0
5
5
‐
2
5
2
‐
7
1
5
3
）

※
登
記
・
供
託
の
手
続
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
イ
ン

　
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
情
報
入
手
で
き
ま
す
。

　
　h

t
t
p
:
/
/
i
n
f
o
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
 
 

　
　
�
0
5
5-

2
4
0-

6
0
2
7

　
お
子
さ
ま
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
目
の
障
害
等
に
関
す
る

悩
み
や
指
導
法
な
ど
、様
々
な
相
談
を
お
聞
き
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
８
・
９
日
　
県
立
盲
学
校
六
星
館

　
　
　
　
　
７
月
15
日
　
下
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
７
月
16
日
　
都
留
高
校
文
化
創
造
館

　
　
　
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
）

■
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１
）

お
知

ら
せ

イ
ベ
ン
ト
情
報
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
浅
川
の
由
来

１
・
浅
川
の
地
名
の
発
祥

２
・
浅
川
と
鎌
倉
街
道
に
つ
い
て

３
・
浅
川
の
阿
弥
陀
堂

【
4
月
19
日
か
ら
5
月
18
日
ま
で
】

お
め
で
た
（
出
生
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

お
子
さ
ん

父

母

梶
原
　
　
平
　
　
　
元
　
　
ユ
フ
子
　
船
津

在
原
妃
奈
乃
　
　
　
聡
　
　
　
香
　
　
船
津

中
島
　
壮
太
　
　
亮
　
太
　
三
和
子
　
船
津

小
宮
　
由
愛
　
　
大
　
之
　
明
　
子
　
船
津

前
　
　
綾
耶
　
　
義
　
人
　
悦
　
子
　
船
津

井
出
健
太
郎
　
　
陽
　
介
　
由
　
果
　
船
津

志
村
　
　
悠
　
　
　
崇
　
　
淳
　
子
　
船
津

白
須
　
愛
叶
　
　
慎
一
朗
　
惠
　
子
　
船
津

伊
藤
　
　
輪
　
　
雅
　
人
　
寿
美
子
　
浅
川

外
川
　
天
惺
　
　
真
　
一
　
亜
由
美
　
浅
川

河
野
　
璃
希
　
　
吉
　
幸
　
　
彩
　
　
小
立

渡
邊
友
理
奈
　
　
　
慎
　
　
リ
　
カ
　
小
立

流
石
　
政
河
　
　
良
　
一
　
裕
　
子
　
大
石

三
浦
　
　
駿
　
　
広
　
大
　
君
　
香
　
大
石

梶
原
　
孝
介
　
　
芳
　
和
　
美
　
紀
　
大
石

古
屋
　
隆
太
　
　
昌
　
浩
　
真
由
美
　
勝
山

小
佐
野
　
桃
　
　
康
　
弘
　
直
　
美
　
勝
山

佐
野
　
暁
亮
　
　
　
巨
　
　
美
佐
子
　
勝
山

渡
辺
　
里
紗
　
　
　
晃
　
　
妃
　
美
　
大
嵐

山
口
　
琴
心
　
　
安
　
男
　
文
　
香
　
本
栖

小
林
　
　
愛
　
　
　
仁
　
　
百
　
合
　
富
士
ヶ
嶺

渡
辺
　
一
義
　
63
歳
　
渡
辺
　
良
孝
　
船
津

井
出
　
　
進
　
85
歳
　
井
出
　
進
一
　
船
津

た
い
ら

は
る
か

ゆ
　
め

そ
う
　
た

ひ
　
な
　
の

り
ょ
う
や

け
ん
　
た
　
ろ
う

ゆ
　
り
　
な

え
れ
な

て
ん
せ
い

こ
う
す
け

り
ゅ
う
た

こ
と
　
み

き
ょ
う
す
け

り
　
さ

せ
い 

 

が

り
　
き り

ん

し
ゅ
ん

も
も

あ
い

　
浅
川
の
地
名
の
発
祥
は
、
い
つ
誰
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た

か
定
か
で
は
な
い
が
「
甲
斐
国
志
」
に
よ
る
と
、

　
　
「
北
ハ
産
屋
ガ
崎
ヨ
リ
帯
坂
山
ノ
峯
轉
山
戸
沢
山

　
　
並
ニ
川
口
村
、
東
ハ
長
尾
山
中
尾
中
島
山
並
ニ
新

　
　
倉
村
ト
界
シ
、
中
島
ヨ
リ
南
マ
マ
コ
原
平
浜
山
ノ

　
　
峯
ヲ
限
リ
精
進
場
マ
デ
船
津
ト
界
ス
、
北
産
屋
ガ

　
　
崎
ヨ
リ
西
浜
辺
マ
デ
凡
弐
拾
町
、
此
村
南
北
ハ
山

　
　
ニ
囲
マ
レ
東
ハ
尾
長
山
ニ
続
キ
西
ヘ
傾
キ
前
ハ

　
　
湖
水
ニ
臨
メ
ル
地
ナ
リ
。
古
ハ
川
口
と
同
村
ナ
リ

　
　
シ
ニ
寛
文
9
年
検
地
ノ
時
ヨ
リ
別
村
ト
ナ
レ
リ
、

　
　
下
郷
ニ
同
名
ノ
村
ア
ル
故
ニ
サ
ノ
音
ヲ
濁
リ
テ

　
　
ア
ザ
川
ト
称
シ
テ
分
テ
ル
…
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
浅
川
村
は
南
北
に
囲
ま
れ
東
は
尾
長

山
に
続
き
前
は
湖
水
に
臨
ん
で
い
る
。

　
昔
は
現
在
の
河
口
村
の
支
村
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
寛

文
９
年
（
１
６
６
９
）
郡
内
領
主
秋
元
但
馬
守
喬
朝
公
の
大

検
地
の
時
別
村
と
し
て
独
立
を
し
た
。
明
治
８
年
（
１
８
７

５
）
川
口
村
と
浅
川
村
と
が
合
併
、
河
口
村
と
改
称
と
な
る
。

浅
川
村
は
河
口
村
の
行
政
区
と
な
っ
た
。
明
治
22
年
（
１
８

８
９
）
河
口
村
よ
り
旧
浅
川
村
に
戻
り
、
明
治
23
年
（
１
８
９

０
）
浅
川
は
船
津
と
合
併
、
船
津
村
と
改
称
さ
れ
船
津
村
宇

浅
川
と
し
て
船
津
村
の
一
自
治
区
と
な
っ
た
。

　
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
船
津
、
小
立
、
河
口
、
大
石
の

四
ヶ
村
が
合
併
し
、
河
口
湖
町
と
な
り
、
富
士
河
口
湖
町
浅

川
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　
浅
川
は
下
郷
、
現
在
の
北
都
留
郡
に
同
名
の
村
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
と
問
題
等
が
生
ず
る
た
め
一
方
を
ア
サ
川
、
他
方

を
濁
っ
て
ア
ザ
川
と
区
別
し
た
。
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
こ
の

村
は
ア
ザ
川
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
昔
、
河
口
湖
周
辺
地
域
に
は
２
つ
の
街
道
が
あ
り
、
そ
の
１

つ
は
若
彦
路
で
あ
り
、
人
皇
12
代
景
行
天
皇
の
時
、
御
坂
を
越

え
酒
折
か
ら
小
石
和
、
八
代
、
竹
居
を
へ
て
鳥
坂
を
越
え
、
芦

川
を
経
て
三
里
下
が
っ
て
大
石
へ
通
じ
る
道
筋
、
更
に
富
士

山
の
西
北
か
ら
駿
河
の
国
東
海
道
に
接
し
た
街
道
で
あ
る
。

　
も
う
１
つ
は
鎌
倉
街
道
で
、
御
坂
を
越
え
河
口
浅
間
神
社

裏
を
通
り
、
追
坂
山
カ
ン
コ
を
経
て
浅
川
の
村
中
を
通
り
、

白
山
神
社
西
側
を
経
て
船
津
天
上
山
さ
ら
に
新
倉
お
地
蔵
様
、

富
士
山
東
か
ら
籠
坂
、
東
海
道
を
経
て
鎌
倉
へ
抜
け
る
街
道

で
あ
る
。
こ
の
街
道
は
言
う
ま
で
も
な
く
鎌
倉
に
幕
府
が
お

か
れ
た
頃
、
特
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
鎌
倉
街
道
と
言
わ

れ
た
。

　
こ
の
街
道
は
浅
川
追
坂
付
近
と
山
北
荘
付
近
に
縄
文
土
器

が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
１
６
０
０
～
１
７

０
０
年
前
、
縄
文
時
代
人
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
街
道
沿
い
に

人
が
住
居
し
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。と
に
か
く
、
こ
の
道

は
甲
斐
の
国
府
か
ら
駿
河
へ
の
近
道
と
し
て
昔
は
大
い
に
利

用
さ
れ
た
。

　
所
在
地
　
富
士
河
口
湖
町
浅
川
３
８
２
の
１

　
宗
　
派
　
浄
土
真
宗

　
本
　
尊 

 
 

阿
弥
陀
如
来
像
（
木
造
）

　
由
　
緒
　
安
貞
２
年
（
１
２
２
８
）
鎌
倉
時
代

　
　
　
親
鸞
聖
人
浅
川
の
土
地
に
遊
化
の
折
り
、病
と
旅
の
疲

　
　
　
れ
で
難
渋
し
て
い
た
。
浅
川
の
弥
兵
衛
は
手
厚
く
介

　
　
　
抱
し
て
や
っ
た
。
親
鸞
聖
人
は
弟
子
一
人
と
し
て
持

　
　
　
と
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
弥
兵
衛
は
弟
子
と
な
り
浄

　
　
　
心
と
い
う
法
名
を
さ
ず
か
っ
た
。

　
　
　
　
そ
こ
で
縁
あ
る
人
た
ち
共
々
に
阿
弥
陀
堂
を
建
立

　
　
　
し
て
本
尊
仏
を
祀
っ
た
。

　
　
　
　
親
鸞
聖
人
は
杖

　
　
　
を
か
た
わ
ら
の
台

　
　
　
地
に
突
き
差
し
て
、

　
　
　
布
教
の
た
め
別
れ

　
　
　
を
惜
し
み
な
が
ら

　
　
　
旅
だ
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　
そ
の
杖
が
根
付
き

　
　
　
芽
が
出
て
す
く
す

　
　
　
く
と
育
ち
、
今
の

　
　
　
大
銀
杏
と
な
っ
た

　
　
　
と
い
う
（
伝
説
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
審
議
会
委
員
　
外
川
和
夫 阿弥陀堂と親鸞聖人
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湖
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
町
社
協
で
は
、
『
障
害
者
社
会
参
加
促
進

事
業
』
の
一
環
と
し
て
、
手
話
・
点
字
・
朗

読
養
成
講
習
会
、
リ
フ
ト
車
貸
出
し
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
「
視
覚
障
害
者

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」
「
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ

ン
ト
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
町
内
の
視
覚
障
害
者
を

対
象
に
、
今
年
度
も
、
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
内
容
は
、
音
声
で

確
認
し
な
が
ら
、
文
字
打

ち
や
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
パ
ソ
コ
ン
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
実
施
日 

… 

【
全
８
回
・
毎
週
水
曜
日
】

　
　
７
月
19
日
～
９
月
13
日

　
　
　
※
８
月
16
日
は
お
休
み

　
実
施
時
間
…
午
前
９
時
30
分
～
12
時

　
実
施
場
所
…
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

　
対
象
者
…
町
内
の
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、

　
　
　
　
　
視
覚
障
害
１
・
２
級
の
方

　
定
員
…
５
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

　
申
込
み
締
切
日
…
６
月
27
日
（
火
）

　
視
覚
障
害
者
の
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
時
に

パ
ソ
コ
ン
操
作
や
周
辺
機

器
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い

て
、
お
手
伝
い
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
普
段
か
ら
使
用
し
て
い
る
方

で
、
障
害
者
支
援
に
熱
意
が
あ
る
方
、
お
待

ち
し
て
ま
す
。
６
月
27
日
（
火
）
ま
で
に
、

町
社
協
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
問
合
わ
せ
は
、
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
（
電
話 

72
‐
１
４
３
０
）

　
知
的
障
害
者
に
対
し
、
他
者
や
社
会
と
の

関
係
を
円
滑
に
形
成
し
、
安
心
し
て
地
域
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
本
人
の
相
談
相
手
と
な

り
な
が
ら
、
必
要
な
援
助
を
行
う
地
域
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
紹
介
す
る
事
業
で
す
。

　
主
な
支
援
内
容
は
、
知
的
障
害
者
へ
個
別

生
活
指
導
で
す
。
①
身
体
の
清
潔
、
健
康
管

理
　
②
金
銭
の
授
受
等
の
指
導
　
③
交
通
機

関
の
利
用
方
法
の
練
習
　
④
洗
濯
等
の
生
活

指
導
　
⑤
余
暇
活
動
の
助
言
で
す
。

　
相
談
場
所
は
、
河
口
湖
ハ
ー
バ
ル
工
房
、

月
２
回
、
予
約
制
で
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
知
的
障
害
者
の
人
格
、
自
主
性
を

尊
重
し
、
そ
の
身
上
等
に
理
解
と
熱
意
を
お

持
ち
の
方
で
、
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
活
動
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
ひ
ば
り
区
（
七
軒
町
三
・
四
丁
目
）
で
は
、
民

生
児
童
委
員
や
福
祉
委
員
が
中
心
と
な
り
、
自

治
会
、
公
民
館
活
動
の
協
力
を
得
て
、
５
月

17
日
（
水
）
か
ら
、
毎
月
第
３
水
曜
日
に

「
ひ
ば
り
や
す
ら

ぎ
会
」
を
始
め
ま

し
た
。
73
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、

お
茶
を
飲
み
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し

む
憩
い
の
場
づ
く

り
と
し
て
、
饅
頭

作
り
や
体
操
、
七

夕
祭
り
な
ど
の
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
『
楽
し
く
て
、
毎
日
で
も
し
て

ほ
し
い
」
と
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
社
協
並
び
に
、
足
和
田
地
区
社
協
で
は
、

５
月
18
日
（
金
）
に
、
足
和
田
出
張
所
で
、
足
和

田
地
区
の
区
長
、
組
長
、
民
生
児
童
委
員
、
福
祉

委
員
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
、
小
地

域
福
祉
活
動
』
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
。

　
概
要
説
明
の
後
、
活
動
の
参
考
に
と
、
河
口
、

大
石
、
小
立
（
八
町
屋
区
）
の
各
会
長
か
ら
事
例

発
表
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
足
和
田
地
区
で
は
、
小
地
域
福
祉
活
動
に
向

け
、
推
進
会
を
立
ち
上
げ
、
活
動
内
容
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

～
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
～

『
視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
』

『
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
』

～
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
～

『
視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
』

『
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
』

～
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
～

『
視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
』

『
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
』

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会（
前
期
）の
開
催

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
～
近
隣
同
士
で
支
え
合
う

　
　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
～

【
船
津
地
区
　
ひ
ば
り
区
で

　
「
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
」
を
開
始
！
】

【
船
津
地
区
　
ひ
ば
り
区
で

　
「
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
」
を
開
始
！
】

【
船
津
地
区
　
ひ
ば
り
区
で

　
「
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
」
を
開
始
！
】

【
足
和
田
地
区
で
説
明
会
を
開
催
】

区長・自治会長もお祝いに臨席

5月1日現在の
人口・世帯

人口

男

女

世帯

　　25,617人
(＋47)

 12,612人
(＋38)

 13,005人
　(＋9)

 8,628  
(＋81)
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時
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頭
　
建
夫
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建
之
介
　
本
栖

千
野
　
博
士 

 

＝  

坂
野
　
恭
子
　
船
津

渡
辺
　
一
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恵
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大
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林
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河
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水
越
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恵
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河
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関
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堀
内
真
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子
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小
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中
沢
　
　
彩
　
勝
山
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世帯 HAPPY WEDDING



広
報
富
士
河
口
湖
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

近年のビーズアートは、多種多様なテク

ニックとデザインによる表現で、アート

としての進化を遂げています。本展では

３回目を迎えた日本一を決定するビーズ

アートジャパン大賞２００６の各４部門

の受賞作を展示公開いたします。

美術館からお知らせ

『ビーズアートジャパン大賞 2006展』

―日本トップクラスのビーズアートの美が一同に奏でる―

６月１日（木）～７月３０日（日）◆会期中無休◆

特別展示品　ビーズステッチの起源・ファラオのビーズアクセサリー

同時開催　～針と糸で編むヴェネツィアンビーズステッチ秀作展～

自作の場合

既製品の場合

　大石公園七夕祭り実行委員会では、昨

年からハーブフェスティバルの共催イベ

ントとして「大石公園七夕まつり」を開

催しています。今年も6月16日から７月

13日まで行いますが、この七夕飾りでの

「PR用七夕飾り」の参加者を募集してい

ます。自前で作成したものと既製品での

参加ができます。是非、多くの企業・団

体・個人での参加をお願いします。

　また、期間中、大石公園に来ていただい

て、皆さんの願いや希望を短冊に書いて

の参加もしていただけます。

横幅１ｍ以内、高さ４ｍ以内で重さ20kgで名称を入れて下さい。

3本セット　50,000円　4本セット　50,000円　1本大型飾り　100,000円

※提供者名入りの立て札をつけます

　●申込み・問合せ先　自然生活館（ＴＥＬ７６‐８２３０）

＝PR用七夕飾り参加要綱＝


